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発
信 ｜東日本地区
人 ｜ 入国者収容所等視察委員会事務局長

件

名
被収容者の人命に関わる事案が発生した場合における報告書式の作成について

標記に関し，別添①のとおり書式を定めることとし，知j添②をもって， 各（支）局

宛て通知することとしたい。
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平成00年00月00日

東日本地区入国者収容所等視察委員会 御中

0 0入 国管理局長 ・・ ・・

被収容者の人命に関わる事案の発生について

本年00月00日， 被収容者の人命に関わる事案（重体・死亡）が発生しましたo

( その概要は下記のとおりです。

記

1 被収容者の身分事項等

国 籍：

氏 名：

生年月日：

入所日：

（性別）

（ 歳）

2 事案発生日時等（注）事案に応じて・を選択活用する。

・ 死亡の場合

( 1 ）死亡日時（死亡診断書又は死体検案書の記載内容）

平成 年 月 日 時 分
( 2）死亡場所

( 3 ）死因

・直 接 死 因

．直接死因の原因

( 4 ）死因の種類
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検視 状 況等：

立会医 師：

口 行政解苦ljあり：

口 司法解剖あり：

・ 重体事案の場合

( 1 ）事案発生日時

平成 年 月

( 2 ）事案発生場所

( 3 ）事案発生の直接原因

日 H寺

（注）病気又は自損行為等の発生原因を記載する。

ぐ
( 4）搬送先病院

( 5）容体等

分

（注）現在の状態及び今後の見通し等について分かる範囲で記載する。

3 既往症及び入所後の診療状況等

別紙lのとおり。

（注）記載事項が少ない場合は．別紙不要。 直接記載する。

4 事案発生時の対応状況等

別紙2のとおり。

ι 5 特奥行動等 （注）特異な言動等があれば記載する。なお． 当骸事案に直接関係があるものとし

関係性が希薄なものについての記載は要さない。

6 その他 （注）必要に応じて連絡状況等を記載する。

所轄警察署

大使館

親族等関係者 等



ぐ

ι 

男lj紙 1

既往症及び入所後の診療状況等

1 入所前の病歴等

（注）入所手続時の健康に関する質問書．自称．勾留先等からの診療情報等を記載する。

2 入所後の診療状況（庁内診療・外郵病院連行）

（注）入所後の庁内診療及び外部病院連行の実施状況を時系列で記載する。必要に応じて医師の

所見等も記載する。
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事案発生時の対応状況等

1 救急搬送までの対応状況（00月00日）

（注）時系列により．発見時から救急搬送までの聞の対応状況等を記載する。

2 救急徹送後の診察状況等

( 1 ）病名及び病状

( 2 ）治療（検査 ）状況

( 3 ）担当医師の所見

（注）担当医による所見に変化が見られる場合には．時系列で記載する。

3 救急搬送後（入院後）の状況

（注）搬送されてから現在までの状況を可能な範囲で記載する。

男lj紙 2



事 務 連 絡

平成26年1 0月2 9日

殿
殿
殿
殿
殿
殿

東臼本入国管理センター総務課長

札幌入 国 管 理 局 総 務 課 長

仙台入 国 管 理 局 総 務 課 長

賞味入宙管理局成田空港支局総灘果長

東京入国管理局羽田空港支局総務線長

東京入閣管fJl!.局横浜支局総務課長

東日本地区入国有者収容所等視察委員会

事務局長 木 村 久 義

ぐ

h

被収容者の人命に関わる事案が発生した場合における報告審式の作成について

先般， 来日本地区入閲者収容所等視察委員会（以下「視察委員会Jという。）から，

収容施設等において被収容者の人命に関わる事案が発生した場合には， 遅滞なく視察

委員会への報告を求める旨の東日本地区収容施設等に対する 共通意見（別添1参照）

が提出されたところ， 同意見に対する措置内容に明記した「警部による情報提供Jの

在り方については， 東日本地区全体で平灰を合わせることが望まれるとの考えから，

今般， 矧j添2のとおり定型の報告審式を作成しました。

つきましでは， 今後， 被収容者の人命に関わる事案が発生し， 視察委員会に対し情

報を提供するととが適当と認められた場合には， 同署書式をもって行うことといたしま

すので関係各部門に周知殿います。

(, 

l部

l部

添付物

1 東日本地区共通意見及び同意見に対する措置等報告

報告書式2 
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。東日本地区共通意見・ ． ， 守一 ，ー 平成26年5月羽田作成
委員会 入霞者収容所等及び出国待機施設

番号 施設名 意見提出 委員会の意見
検討

措置内容（検討中， 措置を講じなかった場合はその理由）
年月隠 結果

来日本人
国管理セン
ター

2 
札幌入国
管理局

3 
仙台入閣

東京入国管理局及び東日本入国管＝理セ管理局
ンターに収苦手中の被i収容者が死亡したCl]f.
案があり，緊急、憾の対応について問題を指 今後，収容絡設11すで人命に関わる事案（死亡事案及び病気又は自領行為による

東京入国 平成26年 摘するtvr報が待せられた。
H\'il5: 

ill祭事案）が発生した場合には．ミJi：‘2震の発生状況や当該者に係る診療状況等を含
4 今後，人命に関わる事案が発生した場合 めた!!if報提供を書面をもってすることとする。なお，必要に応じて，視察委員会によ管理局 4月25日 には，当視察委員会に対して事実関係に る医者誌に係る調査についても協力する。

ついて寄宿による報告と当該施設に保管
されている医療関係記録の提示を綴いた

日立罰空港 し、。
5 

支局

6 
羽悶空港
支局

7 横浜支局


